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1.はじめに 
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、及

び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本書に記載された製品へ記

録されたデータについて、その消失・誤記録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニュー

テックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけません。 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX浜松町ビル 

http://www.newtech.co.jp/ 

Copyright© 2019, Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

 

2.本書について 
 

本書は、VessAシリーズの Windows Storage Server 2016 を搭載したシステムの OS リカバリー

方法について説明したものです。 
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4.Windows OSセットアップ 
4-1.セットアップの流れ 

Windows OS を利用するためには、ハードウェアの導入を完了した後で OS のセットアップを行う

必要があります。ここでは、Windows OS のセットアップについて説明します。 

以下に、Windows OS を利用するまでの流れを記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハードウェア導入完了 

マウス / キーボード / ディスプ

レイの接続 

プロダクトキー入力 

ライセンス認証(インターネット接

続もしくは電話) 

 

パスワードの設定 

 

コンピューター名変更 

 
IP アドレス変更 

 

運用開始 

 

インターネット接続の場合、 “IPアドレス

の変更までを先に実施します。 
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4-2.用意するもの 

① アナログ RGBコネクタ（D-Sub15 ピン）、または、HDMI を持つディスプレイ 

② キーボード  

③ マウス  

④ プロダクトキー 

⑤ アクティベーションを行うためのインターネット接続環境もしくは電話 

⑥ 既存ネットワーク接続用のネットワークケーブル 

注意： プロダクトキーは本体に貼られています。あらかじめ 25 文字のプロダクトキーを控え

ておくようお願いします。 

 

4-3.セットアップ手順 

本体背面にマウス、キーボード、ディスプレイを接続します。このときネットワークケーブルは

接続しないで下さい。 

本体の電源を入れます。”デバイスを準備しています”と表示された後、自動的に一回再起動しま

す。 その後 Windows のセットアップが表示されます。 

 

4-3-1.Windowsの初期セットアップ 

“こんちちは”画面に、“お住まい国”を[日本] 、“アプリで優先する言語を選んでください”

を[日本語]をクリックして、[次へ]を押します。 
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プロダクトキーを入力します。プロダクトキーは 25文字、5桁ずつ区切られています。 

プロダクトキーは本体の天板に貼られているシールに記されています。[次へ]を押します。 

 

ライセンス条項を読んで、同意する場合、 [承諾する] を押します。 

 

 

“設定のカスタマイズ”で、Administrator のパスワードを設定します。 

注意： パスワードを忘れると、ログオンすることができなくなりますのでメモを取るなどの対処を

お願いします。 

 

パスワードを入力して、[完了]をクリックします。 
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以下画面が表示され、キーボードから「Ctrl＋Alt＋Del」キーを押し、ログイン画面を表示させます。

パスワードを入力しログインします。 

      

 

4-3-2. ライセンス認証  

ライセンス認証の手続きを行うには、[スタート] ボタンを右クリック→[システム]を左ク

リック、画面から右下にある[Windows のライセンス認証]をクリックし、画面の指示に従って手

続きを行います。 
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ライセンス認証の手続きには 2通りあります。 

・インターネット経由 

・ライセンス認証専用窓口に電話する 

インターネット接続で行う場合は、先にネットワークの設定を行なう必要があります。 

 

注意： 既にライセンス認証の手続きを完了した後でリカバリー操作を行った場合は、ライセン

ス認証専用窓口の担当者に電話してライセンス認証を行って下さい。インターネット経

由では拒否されます。窓口の担当者には、”OSの再インストールをしたのでライセンス認

証をしてほしい”と伝えて下さい。いくつか質問に回答し、指示に従ってライセンス認証

の手続きを行なって下さい。 

 

4-3-3.コンピューター名の変更 

前ページ画面の[設定の変更]を選択して、システムのプロパティの画面が表示され、[変更]を

クリックして、コンピューター名の変更が可能となります。 
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4-3-4.IP アドレスの変更 

デフォルトでは 2ポートとも、“IP アドレスを自動的に取得する（DHCP）” となっています。 

[スタート] ボタンを右クリック→[コントロールパネル] → [ネットワークとインターネ

ット] → [ネットワークと共有センター]を選択します。 
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[アダプターの設定の変更]をクリックすると、 [ネットワーク接続] 画面が開きます。 

 

変更するイーサネット（ローカルエリア接続）を右クリックして [プロパティ] を選びます。 

“インターネットプロトコルバージョン 4(TCP/IP)”（ご利用環境によってはバージョン 6） を

ハイライトして [プロパティ] を押して IPアドレスを設定します。 
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 “インターネットプロトコルバージョン 4(TCP/IP)のプロパティ” 画面にて IP アドレスを設定します。 

          

 

 

 

Ness本体にネットワークケーブルを挿して、 “ネットワーク接続” 画面の各ローカルエリア接

続の状態が “ネットワークケーブルが接続されていません” から “接続” になることを確認

します。 

 

インターネット経由にてライセンス認証を行う場合は、インターネットに接続できることを確

認してからアクティベーションを行います。 
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4-4. ボリュームの作成 

データ保存に利用するボリュームの作成は、[スタート] ボタンを右クリック→[コンピューターの

管理]を選択します。 

 

 

[記憶域]→ [ディスクの管理]より、設定します。 

下記にボリュームの作成例を示します。本例では、ディスク 1 を使用可能にする例を示します。 

ボリューム作成の前に、次章[運用時の注意点]を事前に確認してください。 

 

1.データ用ディスク（ここではディスク 1）に ”初期化されていません” が表示されている場合は、初

めに初期化を行います。右クリックから[ディスクの初期化]を選びます。 
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2. 2TB以上のデータ用ディスクを使用しているの場合は、GPTボリュームを選択します。[OK] を押し

ます。 
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3.ボリューム作成のため、右クリックから、[新しいシンプルボリューム]を選択します。 

 

 

4.ウィザードに従いボリュームを作成します。[次へ] を選びます。 

 

 

5.ボリュームの容量を MBで指定します。指定しない場合は最大容量が入力されます。 
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6.ドライブレターを割り当てます。通常、Cから始めて空いているいちばん若いアルファベットを利用

します。その他の選択は、特殊用途以外では利用しません。 

 

 

7.フォーマットの設定を行います。 

・ファイルシステム：NTFS を選択します。他のファイルシステムは使用しないでください。 

・アロケーションユニットサイズ：パーティションのアロケーションユニットサイズを指定します。 

・ボリュームラベル：マイコンピューター等から表示されるボリュームラベルを設定します。 

・クイックフォーマット：通常はチェックボックスを有効にします。 
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8. [完了] を選択するとボリュームの作成が開始されます。 

 

 

9.ボリュームが正常状態になったことを確認します。エクスプローラーからもボリュームとして認識

可能となります。 
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5.運用時の注意事項 
 

5-1.OSプロダクト CD  

本製品には OSプロダクト CD は同梱されておりません。 

5-2. Windows Update 

ソフトウェア更新プログラムがマイクロソフトより提供されており、種類として主に、 

セキュリティ更新プログラム、更新プログラム、更新プログラムのロールアップ、サービスパ

ック等があります。ソフトウェア更新プログラムは、お問合せいただいた問題を解決するために

弊社から回答しているもののみ適用していただくようお願い致します。 

 

お客様ご自身でソフトウェア更新プログラムを適用する際は、利用環境での必要性を判断して

いただくとともに、問題が改善されない場合や他の機能に影響を及ぼす場合は該当のソフトウェ

ア更新プログラムを削除していただくようお願い致します。 

 

 

注意： ソフトウェア更新プログラム個々に関するマイクロソフトのサポート技術情報に

Windows Server 2016 においてサポートされない記述がある場合は、そのソフトウェア更

新プログラムを適用しないようお願い致します。 

注意： 使用開始直後は自動更新が無効の状態です。不必要なソフトウェア更新プログラムが自

動的に適用されることを避けるため、自動更新を無効に設定していただくようお願い致します。 

 

5-3. 2TB以上のディスク認識 

 ディスクの管理で、ディスクの初期化を行う際、ディスクが 2TB以上で認識される場合は、

GPT(GUID パーティションテーブル)を選択する必要があります。 

 

5-4. 16TB以上のパーティションのフォーマット 

ディスクのパーティションが 16TB以上の場合、既定値のアロケーションユニットサイズではフ

ォーマットできません。16KB 以上を指定してフォーマットしてください。 

 



 

16 

5-5. ボリュームシャドウコピーサービスの利用 

記憶域ボリュームには保護対象ボリュームと異なる個別のボリュームを使用してください。ま

た保護対象ボリュームを最適化する予定がある場合、実行中にスナップショットが削除されるこ

とがありますため、NTFSボリュームのフォーマット時にアロケーションユニットサイズを 16KB

以上にしてください。 

 

5-6. データ領域の RAID パーティションサイズ変更 

データ領域の RAID 構成もしくは RAID パーティションサイズの変更を行う場合は、あらかじめ 

[ディスクの管理] でデータ領域のパーティションやボリュームを削除しておく必要があります。

この操作を行わないと、次回以降の OS 起動に時間がかかるといった不具合が生じることがありま

す。 
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6.リカバリー手順 
 

Vessを初期出荷構成に戻すための手順について説明します。 

 

USB-DVDドライブを接続して行なう手順を説明します。 

 

6-1.準備部材 

・Vess本体（電源ケーブル） 

・ディスプレイ（D-Sub15 ピン） 

・キーボード 

・マウス 

・USB 接続の外付け DVDドライブ 

・リカバリーDVD 

・プロダクトキー（Vess 本体上面シール） 

 

6-2.リカバリー手順 

リカバリーの注意 

・リカバリーを行うとシステムディスク（内蔵mSATAメディア）のデータは全て初期化されます。 

・ＯＳリカバリーを行う前に、VessのＨＤＤスロットからＨＤＤを取り外して、内蔵mSATAメディアだけの状

態にします。 

・ＨＤＤの取り外し、ＨＤＤの取り付けの操作は、Vessの電源を必ずオフにして実施します。 

・リカバリー完了後、ＨＤＤを元に戻してください。 

 

※画面イメージは、多少異なる場合があります。 

1．電源オフした状態から始めます。 

 

 2．フロント HDDをスロットから抜き、ディスプレイ、キーボード、マウスを接続します。 

 

 3．DVD ドライブにリカバリーDVDをセットします。 

 

 4．前面の電源ボタンを押し、装置を起動させます。 

 

5．起動時に「Press F2 go to Setup Utility」が表示されたら、 [F2]キーを押下します。 
 

 6．メニューから、Boot Manager を選択します。 

  

7.Boot Option Menu から DVD ドライブを選択します。EFI USB Device は選択しません。 
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8．以下のメッセージが表示されたら、キーボードから Enter を押してください。 

 

 
 

 9．OS のロゴマークがしばらくの間表示された後、以下の「キーボードレイアウトの選択」画面が表示されま

すので、「Microsoft IME」を選択します。 

 

 
 

 10．「オプション選択」画面が表示されるので、「トラブルシューティング」を選択します。 

 

 
 

注意：下記の「デバイスの使用」の表示が表示される場合がありますが選択しないでください。 

「トラブルシューティング」を選択します。 

 
※「デバイスの使用」は選択しないでください。 
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11．「トラブルシューティング」画面が表示されるので「回復ツール」を選択します。 

 

 
 

12．内蔵 mSATAに OS 情報が存在する場合、「回復ツール」画面で OS のエディションが表示されます。「Windows 

Server 2012/R2」「Windows Server 2016」等を選択します。 

 
 

13．プロンプト画面が表示されます。 

 

 
 
 
 



 

20 

14．“R”キーを押し Enter で確定します。確認メッセージが表示されるので、“Y”キーを押し、 

Enter で確定すると、リカバリーが開始され進捗が表示されます。 

 

 
 

15．リカバリーが完了すると”リカバリーは正常に終了しました。リカバリー・メディアを取り外して 

ください。”というメッセージが表示されるので、リカバリメディアを取り外し、適当なキーを押と 

   装置がシャットダウンされます。 

     ※リカバリー時に取り外した HDDはシャットダウン完了したのち、取り付けてください。 

 
 

16．電源を ONすると、プロダクトキーの入力画面が表示されますので、添付されているプロダクトキーを入力 

してください。 

     

以上で、[リカバリー手順]は完了です。 
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7.バックアップからのリストア 
 

Windows Server バックアップしたデータから、システムディスク復旧（ベアメタル回復）を行う手順を示

します。 

 

・システムリストア先は、VessAに内蔵されている起動メディア（mSATAメディア、または、M.2メディア）

のみを選択してください。 

 

・サーバーバックアップしたデータが、RAIDディスクに保存されている場合は、RAIDデバイスドライバ

ーをロードさせる手順が必要になることがあります。 

 

7-1.準備部材 

・Vess本体（電源ケーブル） 

・ディスプレイ（D-Sub15 ピン） 

・キーボード 

・マウス 

・USB 接続の外付け DVDドライブ 

・リカバリーDVD 

・デバイスドライバー 

 

 

7-2.WindowServerバックアップからのシステムのリストア方法 

WindowsServer バックアップ、「Cドライブ」を含むシステム領域を復元する方法を示します。必ずシステ

ム起動用ディスク(mSATA)に対して復元を行なうようにしてください。 

 

1. リカバリーメディアで起動します。リカバリー手順の 1.～8.を実行します。（本マニュアルの「リカバ

リー手順」の項目を参照します） 

 

2.[キーボードレイアウトの選択]から[Microsoft IME]を選択します。 

 
 

3.[オプションの選択]から、[トラブルシューティング]を選択します。 

 
 

4.[トラブルシューティング]から[詳細オプション]を選択します。 
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5.[詳細オプション]から、[イメージでシステムを回復]を選択します。 

 
 

6.[システムイメージバックアップの選択]画面が表示されます。[利用可能なシステムイメージのうち最新

のものを使用する]を選択して、[次へ]を押下します。 

 
 

※VessA2200Sの RAID構成にディスクを追加している場合は、「このコンピューター上にシステム イメー

ジが見つかりません」のメッセージが表示されるので、[キャンセル]を選択します。 

 

 
 

詳細設定を選択します。 
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7.他の復元方法を選択してくださいの画面では、 [ディスクの除外]から回復処理から除外するディスクを

選択します。システムドライブのみ復元するを選択します（バックアップ内容によっては表示されない場

合があります）。[次へ]を押下します。 

 

 
 

[ディスクの除外]の設定画面で、除外ディスクを設定して、[OK]を押下します。 

 
 

 

8.イメージ再適用の画面が表示されます。確認後、[完了]を押下します。 
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9.再適用の画面に表示されている注意を確認して、[はい]を押下します。 

 
 

10.システムの復元が開始されます。復元が完了すると、システムが再起動されます。 

 
 

 

以上で、[ベアメタルの回復方法]は完了です。 
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